
１．事業概要

２．事業の必要性

・新庄川橋は、昭和13年に建設された旧橋(上流側)と昭和48年に建設された新橋(下流側)の
２橋で構成されており、特に建設から80年が経過した旧橋は、支承部の腐食や主桁の劣化
が著しい。

・新庄川橋が架かる庄川の河川整備計画には、２ｍ程度の堤防の嵩上げと、これに伴う新庄
川橋（旧橋）と、隣接する万葉線橋梁の架け替え等が位置づけられている。

・このため、災害に強く安全な道路交通を確保するとともに、治水安全度の向上にも資するこ
とから、河川整備計画とも整合を図り、新庄川橋を架け替えるものである。

３．事業の適切性（事業規模、区間など）

・旧橋における支承部の腐食やコンクリートの強度等の低下は相当に進んでおり、新橋も桁
の腐食や床版の劣化が激しいことから、大規模な修繕工事を実施しても延命効果は小さい。

・新庄川橋と万葉線橋梁を一体的に架け替えることにより、洪水を安全に流下させる上での
ネック箇所の解消を図る。

４．事業の投資効果

・安全安心な道路交通を確保（第２次緊急通行確保路線）

・治水安全度の向上

５．推進体制

・国道４１５号整備促進期成同盟会、射水市などからの要望あり

事 業 名 道路総合交付金事業

事 業 箇 所 一般国道４１５号 新庄川橋（射水市庄西町～庄川本町地内）

事 業 延 長 延長 0.9km（幅員 19.0m）

事 業 内 容 新庄川橋架替 400.0m（下部工8基、上部工400.0m）

総 事 業 費 約140億円

予 定 工 期 2019年度～2038年度

平成31年度 新規採択要望箇所の概要
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今後の検討により変更となる場合があります
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